脳下垂体前葉細胞の分化誘導法とその培養条件の検討 by 國分 優子














   氏名            國分 優子 
 
   学位の種類          博 士（理学） 
 
   学位記番号          博 甲 第 7732 号 
 
   学位授与年月日      平成 28年 3月 25日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目     Differentiation and Culture Method for Pituitary Cells 
（脳下垂体前葉細胞の分化誘導法とその培養条件の検討） 
 
主査              筑波大学准教授（連携大学院） 博士（理学） 栗崎 晃 
 
   副査        筑波大学教授         博士（理学） 石田 健一郎 
 
   副査        筑波大学教授           博士（理学）  中田 和人 
 
   副査        筑波大学教授               工学博士   王 碧昭 
 
 

















グの結果、前葉で発現する Lhx3や Pit1遺伝子の発現誘導が定量的 PCRにより観察されたため、
これらの細胞のゲノム DNA上に挿入された cDNAを同定する作業を行ったところ、4つの遺伝子



























               審   査   の   要   旨 
  
近年、生体の失われた機能を補うための再生医療を目指して、様々な臓器や器官を構成する
細胞の分化誘導研究がおこなわれている。脳下垂体細胞はごく最近 ES細胞から分化させる方法
が報告されたが、その分化制御のしくみについてはまだよくわからないことが多い。本研究は、
先行研究とは異なるアプローチから下垂体細胞を作製する方法を検討し、実際に分化因子を同
定し、その有効性を確認した。さらに、この分化研究で明らかとなった成体の下垂体細胞の長
期培養方法についても条件検討を進め、ユニークな細胞株を新たに樹立し、その培養方法を多
角的視点から最適化を行うなど、機能的な下垂体の内分泌細胞研究を可能にするための研究基
盤に大きな貢献をしたものと評価された。 
平成２８年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
